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論文内容の要旨
琵琶湖湖底下 200 m に達するボーリング試料について古地磁気的研究を行なった。 C14による年代決
定及び残留磁化測定の結果から、琵琶湖においては、堆積物が 200 m に達するのに約50万年かかった
ものと推定きれる。 まずこのコアについて 5m 間隔に残留磁化測定を行なった。すでに他の研究者
により報告きれている地磁気逆転のevent以外に新たに 2 つみつけ、 Biwa 1 及び:'Biwa II と名ずけた。
そして、，地球磁場は少くとも過去50万年間は約10万年に一度、 l 万年たらずの短い逆転の時期をもつ
ような比較的規則正しい振動をくりかえしていることを明らかにした。








ボーリングコアーを 5 米間隔で測定を実行し、 50万年間に 5 回地球磁場の伏角が負の値をとり、偏角
も連続して約 180 0 反対方向をとるところが少なくとも 3 ヶ所存在することをつきとめた。
また、最上層より一辺 2 cmの立方体試料を連続してっくり垂直路離約21米を測定して約 4 万年にわ
たる地球磁場の変化を追い求め歴史時代をさかのぼること逢かの過去まで地球磁場の永年変化が存在
することを発見した。
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